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農作物の表面構造で
　害虫の被害が変わる？

基本的に全ての陸生植物の表面は
ワックスの層（エピクチクラワックス）に
よって覆われています。
それらの化学的組成、物理的構造、
量などにより、植物によって様々な
表面構造が形作られていて、
農作物の表面構造も農作物の表面構造も
作物の種類や品種によって様々です。
これらの構造は、人間にとっては
微小と感じられるものであっても、
植物やそこに生息する昆虫たちにとっては
死活問題となることもあります。
本講演では、農作物の表面構造が
害虫やその天敵昆虫の活動に及ぼす影響、害虫やその天敵昆虫の活動に及ぼす影響、
また、それらを利用した
害虫管理の可能性について紹介いたします。


